















それは、 「 （祖母の尼君が亡くなり、悲しみから）例のやうにも遊びたまはず」 （若紫・二四九）という描写からも窺える。少女期の紫の上は、 「遊び」という個性が付与されて造型されているのである。例えば源氏が祖母を亡くした紫の上のもとを訪れ、二条院に誘った場面である。源氏は「 ざたまへよ。をかしき絵など多く、雛遊びなどする所に」 （同・二四五）と説明する。紫の上は「例ならぬ人」 （同・二四三）の源氏を何となく気味悪く思いながらも、 「いとい うも怖ぢず も感じた このとき源氏がやさしく声をかけ ばかりでなく、 の上の「心につくべきこと」 （同） 、つまり絵や雛遊びの場として二条院を紹介したことに留意したい。紫の上は思わず「遊び にひかれ しま
う少女として造型されており、その姿からはこの物語全体の「遊び」に注目する姿勢や、 「遊び」との結びつきが窺える。　
一つには、源氏の「心の慰め」である少女紫の上ならではの、
葵上や六条御息所などの大人の女性とは異なる魅力として、幼さを強調する目論見もあろう。しかし、紫の上の「遊び」にはそれ以上の意味があるのではないか。紫の上は、当初 めでたき人かな」 （若紫・二二四）と源氏に対して憧れ ような好意を抱いてはいたが、いきなり御帳 中に入っ きた時に 「うたて、 （中略）恐ろし」 （同・二四三）く思 た 、後 実際に二条院に拉致されてしまったと も「 やしと思して泣い」 （同・二五五） いる。二条院到着後、 の上は「い むくつけう いかにすることならむとふるは 同・二五六）ていた。そうた紫の上の心を落ち着かせたのは、約束通りに源氏が与えて れた「をかしき絵、遊び物ども」 （同・二五七）であった。紫の上
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はそれらに興味をひかれ、 「何心なくうち笑みなど」 （同・二五七─二五八）し、源氏もそのかわいらしさに思わず笑みをこぼしている。そして落ち着きを取り戻した紫の上は二条院を見渡し庭の風情を感じ、二条院を「げに かしき所かな」 （同・二五八）と思うようになる。つまり紫の上は源氏が差し出した「遊び」をきっかけとして二条院への略奪を受容していくのである。以上のように、 「遊び」は紫の上と源氏 関係の質と うばかりではなく、そもそもその関係が形成され得たことそ ものに 密接に関わっているのではないか。　
振り返れば、紫の上は「きよげなる大人二人ばかり、さては














































思い思 に自由に作り出すことができる一方で、⑤で紫の上が雛の源氏を参内させているように、現実社会に影響を受け、それをベースにして作られる世界でもある。こうした雛遊びは 「想像力」という「内」と「まねぶ学ぶ」という「外」から人間 形成していく二重性をもっている。雛遊びは少女の内的世界の表れであり、かつ外の現実世界を取り入れて己が内的世界を拡充形成していく、その意味では紫の上が人として成長していく過程そのものの表れといえる。　
そして、その雛遊びに源氏が繰り返し関わっていくことにも、
















狭衣物語・ 「雛や持ちたまへりや。恥ぢたまはで こなたに たまは













親しみ深い人が、雛遊びの相手を担っているのである。ところが幼い紫の上にとってもともと源氏は、 「めでたき人」ではあるが近寄られれば「例ならぬ人」であった。血縁者 はない赤の他人なのだか 、 「例ならぬ人」 思う は当然の反応であるだろうこの赤 他人の男性（源氏）を、生涯を共にする「近しい人」として少女の内的世界に受容して くという、 『源氏物語』固有の男女関係が形成されていく過程を叙述するに際し、少女が近しい人と分かち合う「雛遊び」が寄与して る。源氏が紫 上の創り出す雛の世界に入り込んで、紫 上と内的 界 共有することは、紫の上にとって、自分 世界に源氏が伴侶として存在状況を 現実世界でも肯定していく助けとなっていよう 「光源氏」は若紫の手 内にあり、いつでも彼女と身近に向き合うとなっていく
注８
と言われるように、父母や乳母ではない源氏が紫の
上の雛遊びに深く関わることで紫の上は、生涯を共にする伴侶、かつ肉親にも同じ「近しい人」として源氏を受容しながら成長していくのである。だが、②や③のように、雛遊びを通じて源氏と紫の上の距離が縮まっていくなかで、一方で源氏不在の雛遊びもしばしば叙述される点 注意しよう（①④⑤） 。特に①と⑤では、源氏が紫の上の雛の世界で「きよらなる衣」を着ていたり、 「内裏に参」っているなどリアリティを持って存在している。①は「さらば、かの人の御子になりておはしませよ」 （若紫・二二四）と女房から言われた が、うなずいて「いと ありなむ」（同）と思った後の遊びの場面である。このとき紫の上が作った源氏の人形の役割は、女房との会話（ 「子になりて・・」 ）から考えると、 「わたし（紫の上）の父親」であったの はな か。直前に、源氏の姿を見て「幼心地に、めでたき人かな」 （同）と感じており に引き取られる前であるから、源氏はまだ憧れの域を超えぬ対象として登場し い のだろう。 かし、 親」という形にせよ源氏を意識し、親 みをもち 自らの内的世界表れである雛遊びの一員 取り込んでいることに留意したい。続けて④と⑤の場面を見ると、ここで紫の上は「十にあまりぬる人は、雛遊びは忌みはべるものを。かく御男などまうけ てまつりたまひては、あるべかしうしめやかにて そ、見えたてま
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つらせたまはめ。 」 （紅葉賀・三二一）と少納言からの戒めを受けて、心の内に「我はさは男まうけてけり、この人々の男とてあるはみにくくこそあれ、我はかくをかしげに若き人をも持たりけるかな、と今ぞ思ほし知りける」 （同・三二二）のだった。つま源氏との雛遊び（②と③）の次の、源氏 介さない雛遊び 場面で、 を将来の夫として漠然と自覚する紫の上が描かれるのである。のちに紫の上は、新枕で大きな衝撃を受けるので、 「我はさは男まうけ」 言いつつ 実際のところ 男女の実感は薄かったのだろうが、 「御年 数添ふしるしなめりかし」 （同）ともあり、ここで 源氏の子どもになることを肯定していた① 頃ら、さらに男女 関係に一歩踏み込んだ認識となってい これは、紫の上の感情が外に向いている
注９
と指摘されるように、雛遊び





















で、男女が愛し合うイメージ、たとえば男女のあり方 恋 仕方のイメージが心に刷り込まれていくとすれ 、 は 教育的であるとも評せよう。さらに紫の上に絵を贈り、自ら末摘花の絵を描いて紫 上と戯れるなど、絵の「遊び」では、源氏の方か 紫の上に働きかけていた。つまり 源氏にイニシアティブがあった 考えら また、 「遊び」という観点かは少し離れる 、手習や琴を紫の上に教えるのも、源氏主導であった。和歌や音楽は姫君教育の一環であり より教育的な面が強い。自分で自由に遊ぶことが許される「雛」 「絵」とは異な
り、 「作歌」 「音楽」 「書道」には、習得せねばならない「型」があり、それらの習得こそが、教養ある姫君となるための必修の条件であった。 「うちそばみて書いたまふ手つき、筆とりたまへるさまの幼げなるも うたうのみおぼゆれば、心ながらあやしと思す」 （若紫・二五九・手 を教える場面） 、 「戯れたまふさま、いとをかしき妹背と見えたまへり」 （末摘花・三〇六・絵を描く場面） 、 「いとうつくしう弾きたまふ。 （中略）御手つきいとうつくしければ、らうたし」 （紅葉賀・三三二・琴を教える場面）など雛遊び以外で源氏が紫の上と交流する場面が叙述されるのは おしなべて紫の上が に理想の女性として育てられてい ことを示すためといえる。源氏に理想 女性として育てられているさまの叙述という点では、碁の場面も同様 ろ 碁を打つ紫 上の姿は、新枕直前に登場する。碁は中国渡来の複雑なルールをもつ、沈思黙考を必要とする行為である一方で、対局の際には賭けや勝敗が加わる高度な「遊び」 （競技）である。 「ただこ たにて碁打ち、偏つぎなどしつつ」 （葵・七〇 と、漢籍 教養が必要な偏つぎと並べて叙述される「遊び」な である。新枕後 なかなか起きてこない紫の上に対 、 今日は碁も打たでさ ざうしや」 （同・七一）と声をかけ 源氏は、自身の理想通り成長し才気にあふれた紫の上 交流したいという気持ちがあったよう
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「男君」 「女君」といった男女の物語はさほど展開されていないように思う。先ほど紫の上の雛遊びの場面を挙げたが、雛遊びはまずは紫の上自身が一人あるいは 以外 遊ぶ場面が描かれており、雛遊び 想像世界の一員として、紫の上が源氏を受け入れていくさ が丁寧に描かれている。紫の上は雛遊び 通じて源氏を「近しい人」として受容する。源氏は「もろともに」参加することで紫の上の雛遊びの世界に入っていく。絵とは違い、雛遊びでは紫の上 主導のも に遊びが成り立ってい と考えられ、そこに色恋沙汰は薄 。それは前節①の雛遊び 場面で、源氏を「自分の父親」として認識している紫 上の姿からも確認できる。紫の上の雛は男女が愛し合って夫婦 なると う男女 あり方、恋の仕方を教える面から見れば非教育的であ だ 方で
紫の上が源氏を将来の夫と自覚した契機は絵ではなく雛遊びで、さらに、源氏からの働きかけによるのではなく少納言から注意されて受け入れていくという形で描かれ 。源氏の思惑とは別の預かり知らぬところで、紫の上は男女関係において精神的成長を遂げていたのである。雛遊びに興じる姿を丁寧 描くことで、単なる恋愛関係の男女というの はない、自らの成長と主体性によって、赤の他人でない肉親同様に近しい人として、伴侶の光源氏を受容していく紫の上が描かれている。紫の上の主体性を描くために、 「遊び」 、それも「絵」だけでなく「雛遊び」こそ 詳述する必要があったのである。もっとも、全体として見れば「雛遊び」は「絵」 「碁」などの遊び、そして「和歌」 「音楽」 「書道」という教育につながっており、源氏の「娘」か 「女君」へと成長す紫の上を描き出している。それは「娘」から「女君」に地続きにつながる、 「人よりことなる宿世」 （若菜下・二一二） 叙述であるのだが、その固有な関係ゆえの苦しみ 、後述 ように若菜巻以降の紫の上の物語の主題となっていく。　
紫の上が源氏を夫と自覚して以後、紫の上の雛遊びの姿は描写














条院に紫の上が引きとられた後は、少納言の描写は少なくなる。対して紫の上 雛遊びは、むしろ二条院に移った後に頻繁に登場する。源氏と紫の上とを結びつけ、物理的距離を縮め のは少納言であったにせよ、もとは赤の他人の二人 心の距離を縮めたのは、紫の上自身の雛遊びだったので ないか。通常 男女は、少納言のような女房の手引きで物理的に近づけられ、そのまま恋愛関係に移行する。だが、源氏と と う、特異 男女 心の結びつきを描こうとする『源氏物語』は、女房のみ ず「雛遊び」を通じて、距離を縮め 二人を描いている。そしてそ 役割を完了した結果、雛遊びの場面は描かれなくなるのである。　
また、 「少納言」の役割としては、紫の上を親身に思い、支え
続ける側近女房（乳母）という点も挙げられる。 がきちんとした妻に成り得るかを危ぶみ、源氏と 新枕を喜び、妻として社会的に認められたことを嬉しく思う。源氏 須磨退去に際しては、紫の上ととも 源氏の地券 預かり の妻となる過程を




には女主を親身に思う「乳母（側近女房） 」までが失われ、 「雛遊び」ほかの遊びや教育に描かれてきた、源氏との「親子」からつながる「男女」関係、特異な結びつきが試されていくのである。それは、 「遊び」というプライベートな空間を通してのみつなる二人の関係の危うさを問 ことでもある。　
紫の上の「遊び」は、例えば「走り来たる」 （若紫・二〇六）







　「遊び」によって源氏と馴れ睦ぶ紫の上は、たとえ源氏に「日常」と「心」を支配されているのだとしても、表面上では「遊び」によって無邪気に、理想の女性に育てようという源氏の思惑をある意味無視するほど 元気で活発な存在として鮮明に描かれていた。ところが新枕を経て 紫の上は自由な幼い少女から、源氏の「女君」 して扱われるようになる。 「雛遊び」のな でいわば二人だけの特異な関係、深い心の結びつきが育まれるさまが描かれてきたが、結局「女君」 「男君」の男女 関係に組み込まれていくのだ。　新枕後、明石の君などの他者を挟んでの紫の上と源氏の心のか
け引きが具体的に描かれていく。紫の上は、 ののち 源氏が雲林院に籠ったとき 消息をかわす場面で再登場 。その場面では、 「風吹けばまづぞみだるる色かはる浅茅が露にかか ささがに」 （賢木・一一八）と源氏の心変 りによる嘆きを歌に詠んでいる。源氏が「浅茅生の露のやどりに君 おきて四方の嵐ぞ静心なき」 （同）と読んだ切り返しであるが、源氏の変わりやすい心を理解し、不安を読みこむなど、さりげなく気持ちを歌に託してい
る。さらに、源氏の須磨退去が濃厚になるさなかに源氏が外泊をした際、他の女の所に行ったのではないかと紫の上は考えるが、「かかる世を見るより外に、思はずなることは、何ごとにか」 （須磨・一七一）とだけ言うなど、慎み深く節度をわきまえて嫉妬する。他の女君を気にし、それに対する不満を口にするのである。　
かつて紫の上は新枕に衝撃を受け、源氏の冗談言にも「いと苦
しうわりなきも 」 （葵・七七）と源氏を嫌に思い、 「 よいよ御衣ひき被きて臥したまへり」 （同・七一）と、姿を見せようともしなかった。それにも関わらず、紫の上がどのよう 源氏 受け入れ、困惑に折り合いをつけ のかの経緯は一切描かれず 「女君」として物語に位置づけられる過程は唐突である。こ ついては、「風吹けば」の紫の上の歌を読んだ源氏が、 「けしうはあらず生ほし立てたりかし」 （賢木・一一八）と思っていることもあり 賢木巻のこの場面を紫の上の成長の完成、理想性 確認のように読みとることもできる。しかし紫の上 側か みた き、これまでの過去を振り返った様子は無く、雲林院へ籠っ しまった源氏へ恨みや寂しい気持ちも訴えもせずに心 うちに隠して、己が心細さを訴え源氏の心を引き留めようとしている。こ した紫の上姿は「遊び」をとおして源氏と距離を縮めるとい 特殊な関係を経ていない、嘘や懸け引き まつわった普通の男女の仲の「女君」
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であるかのようである。幼少期に無邪気に源氏に慣れ睦んできた過去を、新枕前までの時間に置いてきたよう 、幼少期の思い出を自ら語ることも、心の内に振り返ることもない紫の上。かつての新枕の源氏からの歌は、 「あやなくも隔てけるかな夜を重ねさすがに馴れし夜の衣を」 （葵・七一） 、これまで親子として臥所を共に親しんできた日々を愛おしみながら、今朝女君となった紫の上を慈しむという、この二人ならではの後朝の歌であった。このとき紫の上は返歌を拒み、源氏はその「女君」 しからぬ反応にかえって愛情を募らせもした。しかし賢木巻では理想 「女君」にふさわしい、 「風吹けばまづぞみだ る色 る浅茅が露 かかるささがに」と 心変わり 翻弄される儚さを全身的に訴え歌を詠む。 「娘」のように源氏の意図 理解せずに頼り切り、甘え親しんできた幼い自分を過去 置き去って、 の理想とす「女君」として新しい関係を築こうとするかのように、少なくともこのときの紫の上は、自らの身の上の心細さ 自覚 、 らこそ夫の心を捉えようとする 女君」になっている。　
一方で、それまでの親子のような密な関係は、源氏にとっての
み、 「生ほしたてたり」と、紫の上への信頼の礎、証として意識され、振り返られている。かつて、この親子のような信頼感は、源氏を癒すばかりでなく、尼君を亡くした紫の上 慰めと り、
二人を密に結びつけてきた。しかしながら紫の上が「女君」となった途端、ずれが明確になる 「信頼」に内包されていた偏りが浮かび上がり 両者にとっての過去の絆の意味が変わっ しまうのである。　
こうした絆の変化とその意味を明らかにしてゆくのが女三宮降
嫁である。藤壺の姪である女三宮は、期待に反して幼稚で張り合いのない人柄で、 「 の紫のゆかり尋ねとりたまへり をり思い出づる」 （若菜上・六三）と、源氏は幼少の紫の上との違い 思わずには られない。さらに源氏は朱雀院の女三宮に対す 教育を批判し、 「さし並び目離れず見たてまつ たまへる年ごろよりも、対の上の御ありさまぞなほあり たく、我ながらも生ほしたてけりと思す」 （同・七四）と自分の紫の上への教育を振り返り、自信をもつ。女三宮の幼さは源氏にとって、幼少 頃の紫の上の素晴らしさ これまで築かれてきた二人 絆 けがえなさを改めて噛みしめ せている。紫 上を「いはけなかりしほどよりあつかひそめて」 （若菜下・二三一）きたことは「見放ちが 」（同）い思いを掻き立て、源氏の紫の上への愛着を形作っている。さらに「隔てあるべくもな はしき えぬを」 （若菜上・八五─八六）と、隔てなき仲の継続を求める根拠にもなっている。紫の上に対する自身の教育の正しさを確認し 愛着を ち、信頼し合
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う関係を築いてきたと、源氏は肯定的に捉えているのである。女三宮降嫁後、紫の上の気持ちに寄り添う源氏の発言は「あぢきなくや思さるべき」 （同）程度で、ほとんどが「誰も誰ものどかにて過ぐしたまはば」 （同） 、 「あいなきもの恨みしたまふな」 （
若菜
上・五三） 、 「ただおいらかにひきつみなどして教へたまへ」 （同・八五）と、自分の要望や気持ちを教える言葉であった。しか それは、紫の上の幼少期から共に長 時間を過ごし 何があっても揺らぐことのない信頼、親子のような絆があるという偏った自負のなせるわざな だろう。また、源氏は女三宮について語らずに、 「ただ、 『心やすくを思ひなしたまへ』とのみ」 （同・七二─七三）声をかけている。詳し ことを言わないのは、女三宮の身分に憚ったこともあろうが こ 時 紫の上は、家と 縁が薄く、娘のよう 源氏に育 られたがゆえ 、 「心やすく 思いようもない、不安定で苦しい立場にある。にも関わらず 源氏 女三宮への失望という、 「心やすく」思ってよ 肝心な根拠を言わなくとも、自分の紫 上への愛がわかってもらえるはず いうよく言えば無条件の信頼、悪く言えば甘えが窺えよう。こうした源氏の思考は、 「などかくしも見放ちたまへらむ」 （同・八五）と不安を感じつつも 紫の上 立場の不安定さに思いを致さずに、「ありしよりけに深き契りをのみ、長き世をかけて聞こえたまふ」
（同）と、ただただ愛を示すための言葉を重ねることで紫の上の心を繋ぎとめようとする箇所にも窺える。源氏は、紫の上の身の不安定さなど、二人の仲に関係ないかのように接していく である。紫の上は、愛や心の結びつきとは異なる所で苦しみを抱えているのだが、源氏は紫の上と幼少から過ごしてきたことにより形成された心の結びつきを重視するあまり、紫の上の苦しみ 寄り添わない。長年共に過ごし育て上げ なかで形成された隔てない信頼を無条件に信じ、揺るぎない拠り所 思うあまりに、紫の上の苦しみ どこか等閑視し、愛や思 を訴えればわかってもらえると思っているのである。　
根底にあるはずの信頼を前提に愛の言葉を重ね、心をつなぎと







とを理解する。そして朧月夜と再会する源氏に対して「昔を今に改め加へたまふほど、中空なる身のため苦しく」 （同・八五）と「涙ぐみ」 （同）つつ吐露し、 「身のほどなるものははかなきさまを、見えおきたてまつりたるばかりこそあらめ」 （若菜上・八八）と独り思うなど、自身のはかなさに思いを致す。このとき身のはかなさは、 「見えおきたて つりたる」 、源氏に育てられそのまま妻になった自分と源氏との過去を振り返らせずにはおかない。女三宮降嫁以降、 「さらばわが身には思 ことありけり」 （同）と紫の上が気づき、見つめることになっ 「 」は、 れまでの源氏との関係がはらむ社会的な不安定さであ 、同じく源氏が女三宮降嫁以降自覚した心のつながりではないのだ。源氏は紫の上を「心 結びつき」という私的な関係でしか らえられ いため、社会的事実に目を向ける紫の上とはすれ違っていく。にも関わらず 源氏と紫の上の仲は「いと る しく睦びきこえか したまひて、いささか飽かぬことなく、隔ても見えたまはぬものら」 （若菜下・一六六─一六七）と描写されるが、こ で紫の上は出家を申し出 おり、 隔ても見えたまはぬも から」には、紫の上と源氏の意識のずれに対する皮肉がある。　
紫の上は女三宮と対面後、彼女と良好な関係を築き、二人の
関係について世間も「事なほりてめやすくなんあり」 （若菜上・
九二）と評価し心配には及ばなくなり、源氏の寵愛も「御勢ひにはえまさりたまはず」 （若菜下・一六六）と、今までと変わらず保たれていた。傍目には良好な関係であり、源氏の私的な愛情が、女三宮よりも紫の上の勢いがまさっているという状況をもたらしている。しかし、身 はかなさという社会的事実を思 とき、紫の上は苦悩を深めるほかない。結論からいえば、この意識のずれが、紫の上の苦しみの本質であるように思う。紫の上にとって自身の幼少期とは、身のはかなさを実感するための記憶となり、そこに源氏との拭いがたいずれが生じてい 。








し殿の内の人にも誰と知らせじ、と思して、なほ離れたる対に御しつらひ二なくして、我（源氏）も明け暮れ入りおはして、よろづの御事どもを教へきこえたまふ」 （紅葉賀・三一七）と育 られた紫 上の幼少期を思い出させる。源氏はこのような境遇から妻になった紫の上を幸運であったと言う 紫の上は肯定こそするが「心 たへぬも 嘆かしさのみうち添ふや、さはみづからの祈りなりける」 （若菜下・二〇七）と返して る。同じ「源氏に庇われ愛育された 過去に対しての、微妙に力点をずらした紫の上の言葉は、同じ過去が紫の上にとっては違うものとなってい ことを、何よりも雄弁にもの語っている。そ 紫 上は 源氏に対して「残り多げなるけはひ」 （同）を漂わせている。源氏に自分が感じ いる本当の不安・嘆きなどを告げてしまおうか う迷いや、源氏との認識の違いによる哀しみの感情がこめられた「けはひ」であろう。しかし、紫の上は結局そ 源氏に言い出すことはない。気持ちを抑圧し 具体的に思いを口にすることはなく、出家の承諾を再び願い出るのであ 。やはり出家を許可されず、 「例のことと心やま くて、涙ぐみたまへる」 （同・二〇八）と描写される紫の上からは、出家したい自分の心情を含めて何も自分の気持ちを分かっても えずやるせな 、どうすること で
きない切ない思いが窺える。　
その後、紫の上は「あやしく浮きても過ぐしつるありさまか










相変わらず弱っ おり、源氏は「言はむ方なく思し嘆」 （若菜下・二四二）いている。それを見た紫の上は、 「わが身にはさらに口惜しきこと残るまじけれど、かく思しまどふめるに、むな く見なされたてまつらむが と思ひ隈なかるべければ 思ひ起こして」 （同・
二四二─
二四三）いる。紫の上は病を経て、自分自身
のためではなく、ただ源氏のために生きてい ことを決意す 。女三宮降嫁以来繰り返されてきた、幼少期に略奪されるようにして二条院に移った かないわが身への悩み、冷やや な世評や源氏の過剰な愛への苦悩などは薄れ、どこか達観的に自らを捉えている。特に、源氏の悲嘆を振り切って死ぬのを「思ひ隈な るべければ」と、源氏との仲を肯定的に捉える思考が注目さ る。　
紫の上の自己認識がどことなく変わるのはなぜだろうか。これ
を考えるために、まずは蘇生し 紫の上を源氏が見舞う場面に注目したい。庭を見る紫の上 「らう げ 若菜下・ 四四）で、洗った髪は「きよらにゆらゆら」 （同）しており、 「透きたるやうに見ゆる御膚つき」 （同）であった。こ ような紫の上の容姿の
描写は、 「扇をひろげたるやうにゆらゆら」 （若紫・二〇六） 、 「つらつきいとらうたげにて、眉のわたりうちけぶり、いはけなくかいやりたる額つき、髪ざしいみじううつくし」 （同・二〇七）と北山の春に走り出て た少女の姿に不思議と重なるように思われる。そして紫の上は、二条院の「心ことに繕はれたる遣水、前栽の、うちつけに心地よげなるを見出だし」 （若菜下・二四五）「あはれに今まで経にけるを思ほす」 （同）と生還した感慨に浸る。このまなざしもまた、二条院に連れ出されたのち源氏が誘う「遊び」によって心を開きはじめた紫の上が、 「たち出でて、庭の木立、池の方などのぞきたまへば 霜枯れの前栽絵にかけるやにおもしろくて」 （若紫・二五八）と、二条院 素晴らしさに目を向ける場面に似 いる。この二つの叙述は、庭を眺める紫の上の視点の動きが似てい のである。六条院へ 引っ越し（少女巻）や、秋好中宮との春秋比べ 胡蝶巻）の際には 紫の上の住む春の御殿の庭も描写されるが、これらは語り手による描出であって、紫の上が見た
444444
叙述ではない。六条院の春の町の庭は、紫













を無事にておくらん事はありがたし」 い 内容だと評している。これは、女一の宮を思っての心内語ではあるが、客観的に女の生き方 も考えており、自らの苦悩を離れ自分自身を冷静に見
























































つめているが、御法巻で描写される紫 上は、 「残り くなし」（四九八）と命の長さをはっきりと悟っており、春の二条院での催しを「今日や見聞きたまふべきとぢめな らむ」 （同）と「さ



















女として生き生きと描かれてき 。源氏に引き取られて らは特に雛遊びによって、 「例ならぬ人」であっ 源氏を
へと受け入れてゆき、源氏が「親」のようなポジションに入り込むことによって、肉親にも近い親密な関係や源氏と強い心のつながりを築いてい た。しかし 幼少期から源氏と過ごしてきたことは、 「娘」 「妻」が地続きになってしまっていることで紫の上に身のはかなさを強く実感させるものでもあった。だが紫の上は、そうした自身の幼少期を苦悩ととらえたまま生涯を閉じ のではない。紫の上 病となり、源氏 取り乱す を見て、源氏のために生きる自ら 生を肯定する。そして幼少期 回帰し、その頃の心持を思い出しながら、源氏 の関係を捉え直していくのである。身のはかなさに苦しんでいた紫の上であったが、源氏と歩んだ人生を受け入れて ところに源氏に対する強い
絆
がある。

























































































倉田実「紫上の蘇生」 （ 「明治大学日本 」第十一号、一九八三年）
注
24	








李美淑「二条院の池─光源氏 紫の上の物語を映し出す風景─」 （ 「中古文学」七〇巻、二〇〇二年）
注
27	
倉田実「紫の上の〈辞世の歌〉 」 （ 「平安文学研究」第七十七輯、一九八七年）
注
28	
注
24に同じ。
注
29	
注
24に同じ。
注
30	
注
24に同じ。
※紫の上の呼称については、本論では「紫の上」に統一した。また、本文
の引用は『新編日本古典文学全集』 （小学館）によった。本文中の傍線部や①などの記号は、論者（岩村）が付したものである。
（いわむら
　
りょうこ
　
二〇一五年修士課程修了）
